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市生活研究グループ連絡協議会
普代村の皆さんと交流を深める
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市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な
ど
の
除
雪

を
し
て
い
ま
す
。
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朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る
た

め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま
す
。
作

業
に
よ
る
騒
音
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
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作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中
の
除
雪
車

に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な
ど
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な
ど
は
、
各
家
庭

で
除
雪
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
願
い
ま
す

（
雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
危
険
で
す
）。

　
ま
た
、屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ
た
め
、

雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料
で
屋
根
の

雪
降
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、
私
道
な
ど
の
除

雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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左
の
表
を
参
照
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市
建
設
協
同
組
合（
☎
７

０
・
２
２
１
１
、
フ
ァ
ク
ス
７
０
・
２
２

１
２
）ま
で
。
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市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
住
宅
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
活
用
く
だ

さ
い
。
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下
の
地
図
を
参
照
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Ờ　
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で︻
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で
︼

˜
松
尾
஍
ớ۠
 
ɾ
⁠
Ờ　
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で

※　
❶
の
雪
捨
て
場
は
、
近
く
に
大
久
保

自
治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

館
の
出
入
り
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
雪
を
捨
て
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
５
㌧
以
上
の
車
両
は

進
入
不
可
で
す
。
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
滑

り
止
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
指
定
の「
雪
捨
て
場
」
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国
道
２
８
２
号

至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場
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雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

ീ഼ฏࢸ 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会

雪捨て場

駐車場

さくら公園
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除
雪
作
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
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第
９
回
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
15
日
、
松

尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
男
女
共

同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主

催
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者

ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
男

女
と
も
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
料
理
家
の
千

葉
星
子
さ
ん
が「
元
気
い
っ
ぱ

い　

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
題

し
て
基
調
講
演
。
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
や
そ
の
中

で
生
み
出
さ
れ
た
商
品
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
根

県
邑お

お
な
ん南

町
で
の
取
り
組
み
に
触

れ
、
食
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
方
法
に
つ
い
て
も

紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
は「
地
域
を
元
気

に
！　

今
自
分
に
で
き
る
こ

と
・
や
れ
る
こ
と
」を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
働

く
男
女
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を

務
め
、
自
身
の
仕
事
な
ど
を
紹

介
。
仕
事
を
通
じ
、
地
域
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
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　市生活研究グループ連絡協議会（三浦美恵子会長）
と普代村生活研究グループ連絡協議会（日

ひ か げ
陰茂

も い
井ソ

ノ会長）が共催する「普代＆八幡平 食の交流研修会」
が、11月17日に普代村保健センターで行われました。
　研修会は、日ごろの食卓に海産物を取り入れると
ともに、三陸産の食材を使用することで被災地支援
につなげることを目的に開催。本市と普代村の協議
会員ら約50人が参加しました。
　調理実習では、普代村の会員が特産のサラダ昆布
を使った料理を紹介。本市の会員らが、指示を受け
ながら調理方法を学びました。
　その後、両会員らが持ち寄った郷土料理などを囲
んでの昼食会やグループトークを実施。会員らは、
持ち寄った料理の作り方を互いに教えるなどして、
交流を深めました。
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